
観
光
の
力
で
食
料
自
給
率
向
上
へ

１
泊
２
食
で
コ
メ
３
種
類

九兵衛旅館

黄
金
文
化
を
食
材
で
表
現

平泉レストハウス

３
年
か
け
幻
の
酒
米
復
活

エコ・ライス新潟

立
教
大
生
が
商
品
造
成

近
ツ
ー
個
人
、鳥
羽
市
と
共
同
で

若
者
層
取
り
込
み
へ

川
越
市
　

大
学
と
連
携
し
て
街
づ
く
り

ネ
ッ
ト
で
集
客
強
化
～
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
活
用
法

⑨

有益なパートナーに


年
度
売
上
収
益
は

前
年
比

％
の
増
加

楽
天
ト
ラ
ベ
ル

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

書
画
展
を
開
催

中
国
観
光
代
表
処
な
ど

学
生
論
文
コ
ン
で

賞
状
な
ど
を
授
与

ホ
テ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
な
ど

オリジナルメニューの「いわて黄金ランチ」

　
世
界
遺
産
の
中
尊
寺
（
岩

手
県
平
泉
町
）
の
門
前
に
店

舗
を
構
え
る
平
泉
レ
ス
ト
ハ

ウ
ス
。
個
人
の
参
拝
客
か
ら

国
内
外
の
団
体
客
ま
で
収
容

で
き
る
大
型
の
食
事
・
お
土

産
・
休
憩
処
と
し
て
多
く
の

利
用
客
に
親
し
ま
れ
て
い

る
。

　
特
に
飲
食
事
業
に
は
力
を

入
れ
て
お
り
、
５
年
前
に
は

同
施
設
内
に
あ
る
「
レ
ス
ト

ラ
ン
源
」
が
、
県
内
産
食
材

に
こ
だ
わ
り
、
お
い
し
さ
を

追
求
す
る
「
い
わ
て
地
産
地

消
レ
ス
ト
ラ
ン
」
に
認
定
さ

れ
て
い
る
。

　
「
県
南
の
す
ば
ら
し
い
食

材
を
使
う
こ
と
を
心
が
け
て

い
る
」
と
語
る
専
務
の
小
野

寺
仁
さ
ん
。
数
あ
る
自
慢
メ

ニ
ュ
ー
の
中
で
も
、
特
に

「
い
わ
て
黄
金
ラ
ン
チ
」
の

魅
力
を
挙
げ
る
。

　
中
尊
寺
金
色
堂
の
イ
メ
ー

ジ
を
生
か
し
、
料
理
で
「
黄

金
文
化
」
を
表
現
。
花
巻
特

産
の
雑
穀
（
い
な
き
び
）
、

一
関
産
の
え
ご
ま
、前
沢
牛
、

プ
ラ
チ
ナ
ポ
ー
ク（
白
金
豚
）

な
ど
を
ぜ
い
た
く
に
使
用
し

て
い
る
。

　
開
発
に
当
た
っ
て
は
、
県

の
食
材
担
当
者
、
県
内
各
地

の
生
産
者
ら
と
打
ち
合
わ
せ

を
重
ね
、
平
泉
を
表
現
す
る

見
栄
え
と
お
い
し
さ
が
両
立

す
る
よ
う
試
行
錯
誤
し
、
現

在
で
は
同
レ
ス
ト
ラ
ン
人
気

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー

に
成
長
し
た
。

　
県
南
地
域
で
は
、
観
光
客

が
増
え
る
こ
と
で
地
元
の
食

材
の
使
用
量
も
増
え
、
地
域

経
済
が
活
性
化
す
る
好
循
環

が
進
ん
で
い
る
。
小
野
寺
さ

ん
は
「
震
災
か
ら
３
年
が
経

ち
、
今
後
は
、
特
に
被
害
が

大
き
か
っ
た
沿
岸
地
域
か
ら

の
食
材
を
取
り
寄
せ
、
観
光

分
野
か
ら
震
災
復
興
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
」と
、さ
ら
な

る
地
産
地
消
の
取
り
組
み
に

力
を
込
め
る
と
し
て
い
る
。

　
湯
田
川
温
泉
（
山
形
県
鶴

岡
市
）の
九
兵
衛（
く
へ
え
）

旅
館
は
江
戸
時
代
中
期
創
業

の
老
舗
旅
館
。
大
滝
研
一
郎

社
長
は

代
目
に
当
た
る
。

　
部
屋
数
は

室
と
小
規
模

だ
が
、
食
に
こ
だ
わ
る
姿
勢

が
根
強
い
人
気
を
集
め
、
２

０
０
２
年
に
は
近
隣
に
２
軒

目
の
旅
館
を
オ
ー
プ
ン
し

た
。

　
最
も
こ
だ
わ
っ
て
い
る
こ

と
は
ご
飯
。
減
農
薬
な
ど
の

「
特
別
栽
培
」
の
コ
メ
を
使

い
、
朝
と
晩
で
コ
メ
を
変
え

て
い
る
の
だ
。
夕
食
は
混
ぜ

ご
飯
や
炊
き
込
み
ご
飯
と
し

て
、
県
内
で
広
く
親
し
ま
れ

て
い
る「
は
え
ぬ
き
」、朝
食

は
コ
メ
本
来
の
お
い
し
さ
を

知
っ
て
ほ
し
い
と
、地
元
で

一
押
し
の「
つ
や
姫
」、ま
た

調
理
長
が
す
し
職
人
の
た

め
、す
し
飯
に
も
こ
だ
わ
り
、

す
し
飯
に
最
も
合
う
「
サ
サ

ニ
シ
キ
」
を
使
っ
て
い
る
。

　
大
滝
社
長
は
「
コ
メ
は
農

家
か
ら
精
米
仕
立
て
を
取
り

寄
せ
て
お
出
し
し
て
い
る
。

１
泊
２
食
で
地
元
産
の
コ
メ

を
３
種
類
食
べ
ら
れ
る
旅
館

は
他
に
は
あ
ま
り
な
い
と
思

う
」
と
話
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
の
食
材
に
つ
い
て

も
、
肉
は
山
形
牛
や
庄
内
豚

を
使
用
し
、
地
元
産
使
用
率

は
ほ
ぼ
１
０
０
％
。
魚
は
魚

市
場
か
ら
近
い
こ
と
か
ら
、

日
本
海
の
新
鮮
な
魚
介
類
が

手
に
入
り
、
野
菜
も
地
元
産

に
こ
だ
わ
る
。

　
食
へ
の
こ
だ
わ
り
を
続
け

る
こ
と
に
つ
い
て
、
大
滝
社

長
は
「
コ
ス
ト
も
か
か
り
続

け
る
の
は
大
変
だ
が
、
『
料

理
が
目
当
て
の
お
客
さ
ま
が

来
ら
れ
た
』
と
感
じ
る
こ
と

は
あ
る
。
食
に
こ
だ
わ
る
お

客
さ
ま
に
召
し
上
が
っ
て
い

た
だ
き
、
支
持
さ
れ
れ
ば
続

け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
」

と
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

九兵衛旅館にコメを納入する
契約農家の皆さん

幻となっていた酒米「白藤」の
田植えの様子

　
「
和
食
」
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録

な
ど
で
注
目
を
集
め
る
「
日
本
の
食
」
。
国
と

観
光
関
連
企
業
・
団
体
は
、
食
料
自
給
率
向
上

に
向
け
国
産
の
農
林
水
産
物
の
消
費
拡
大
を
目

指
し
、
食
と
観
光
の
分
野
が
連
携
し
て
地
元
の

食
材
を
活
用
し
た
食
品
を
旅
行
客
に
積
極
的
に

食
べ
て
も
ら
う
事
業「
日
本
の
食
で
お
も
て
な

し
事
業
」を
推
進
し
て
い
る
。本
紙
で
は
２
回
に

わ
た
り
、取
り
組
み
に
注
力
し
て
い
る
企
業（
宿

泊
・
飲
食
・
生
産
の
３
分
野
）を
紹
介
す
る
。

　
■
「
日
本
の

食
で
お
も
て
な

し
」
プ
レ
ゼ
ン

ト
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン　
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
期
間
中
に
、
対
象
の
全
国

約
４
０
０
カ
所
の
宿
泊
施
設

や
飲
食
店
な
ど
を
利
用
し
た

人
の
中
か
ら
抽
選
で
、
地
域

自
慢
の
お
土
産
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
応
募
期
間
は
３

月
３
日
ま
で
（
第
一
期
）
と

３
月

日
か
ら
５
月

日

（
第
二
期
）
ま
で
。

　
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
問
い
合
わ
せ
先
は
「
日

本
の
食
で
お
も
て
な
し
」
プ

レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事

務
局
☎
０
３
（
５
２
３
２
）

０
７
８
５
。

◇

　
事
業
全
体
の
問
い
合
わ
せ

先
は
「
日
本
の
食
で
お
も
て

な
し
デ
ス
ク
」
☎
０
３
（
６

７
３
７
）
９
２
７
３
、
ま
た

は
「
日
本
の
食
で
お
も
て
な

し
」
で
検
索
。

　
環
境
に
や
さ
し
く
健
康
的

な
無
農
薬
米
や
減
農
薬
米
の

生
産
と
販
売
を
行
っ
て
い
る

エ
コ
・
ラ
イ
ス
新
潟
（
新
潟

県
長
岡
市
）
は

年
前
、
地

元
農
家
が
集
ま
り
、
付
加
価

値
の
高
い
地
元
産
の
コ
メ
を

生
産
・
販
売
す
る
た
め
に
設

立
さ
れ
た
。
昨
年
は
出
資
者

や
生
産
に
従
事
す
る
組
合
員

ら

人
が
、
２
８
２
㌶
で
１

４
４
万
㌔
を
収
穫
し
た
。

　
同
社
が
近
年
、
力
を
入
れ

て
生
産
す
る
の
が
酒
米
。
栽

培
の
難
し
さ
か
ら
姿
を
消
し

た
「
白
藤
（
し
ら
ふ
じ
）
」

を
、
地
元
酒
蔵
の
要
望
で
３

年
か
け
て
復
活
。
収
量
が
少

な
い
た
め
、
白
藤
で
造
っ
た

日
本
酒
は
限
定
販
売
だ
が
、

生
産
量
が
増
え
れ
ば
地
元
の

大
き
な
観
光
資
源
に
成
長
す

る
可
能
性
が
あ
る
。

　
ま
た
、
コ
メ
だ
け
で
は
な

く
、
エ
ダ
マ
メ
や
切
り
餅
、

漬
物
、
野
菜
ジ
ュ
ー
ス
な

ど
、
地
元
の
特
産
品
の
通
信

販
売
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
。

　
こ
れ
ら
の
農
作
物
や
特
産

品
は
今
後
、
地
元
の
道
の
駅

や
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
の
販

売
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
同
社
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
豊

永
有
さ
ん
は
「
こ
れ
ら
は
地

元
の
農
家
の
皆
さ
ん
が
、
昔

か
ら
自
家
消
費
用
と
し
て
代

々
作
っ
て
き
た
も
の
。
こ
の

よ
う
な
特
産
品
も
、
今
後
は

十
分
観
光
資
源
に
な
り
う
る

だ
ろ
う
」
と
述
べ
る
。

　
さ
ら
に
『
健
康
ツ
ー
リ
ズ

ム
』
と
し
て
観
光
客
に
魚
沼

に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
コ

メ
を
作
っ
て
食
べ
る
こ
と
で

魚
沼
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら

い
、
ま
た
次
も
来
て
も
ら
う

と
い
う
誘
引
の
仕
方
も
考
え

ら
れ
る
」
と
、
コ
メ
作
り
を

通
じ
た
観
光
面
へ
の
好
影
響

に
つ
い
て
期
待
を
示
し
て
い

る
。

　
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
の
最
大
の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
は
参
画
施
設
の
有
益

な
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
こ
と
で

あ
る
。

　
例
え
ば
宿
泊
施
設
に
と
っ
て

Ａ
Ｄ
Ｒ
（
平
均
客
室
単
価
）
や

Ｒ
ｅ
ｖ
Ｐ
Ａ
Ｒ
（
１
日
あ
た
り

販
売
可
能
客
室
数
あ
た
り
客
室

売
り
上
げ
）
を
上
げ
る
こ
と
は

極
め
て
重
要
な
課
題
だ
が
、
楽

天
ト
ラ
ベ
ル
は
そ
の
命
題
に
対

し
て
い
か
に
貢
献
で
き
る
か
と

い
う
点
を
最
も
大
切
に
し
て
い

る
。

　
宿
泊
プ
ラ
ン
を
通
じ
て
お
客

さ
ま
に
有
益
な
価
値
を
提
供

し
、
そ
の
事
が
Ａ
Ｄ
Ｒ
を
上
げ

て
い
く
。
そ
う
い
う
事
例
を
少

し
で
も
増
や
し
て
い
け
る
よ
う

に
、
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
側
で
多
く

の
成
功
事
例
を
蓄
積
し
、
そ
れ

ら
を
ノ
ウ
ハ
ウ
化
の
上
、
営
業

を
通
じ
て
参
画
施
設
に
共
有
す

る
。

　
そ
れ
が
最
も
重
要
な
ミ
ッ
シ

ョ
ン
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
楽

天
ト
ラ
ベ
ル
の
存
在
意
義
そ
の

も
の
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
２
０
１
４
年
は

販
売
促
進
＝
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト

で
は
な
く
、
工
夫
に
よ
る
付
加

価
値
創
出
の
ノ
ウ
ハ
ウ
化
と
そ

れ
ら
を
正
し
く
参
画
施
設
へ
伝

え
る
営
業
教
育
に
力
を
注
ぐ
予

定
で
あ
る
。

　
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
と
し
て
は
、

前
述
の
よ
う
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共

有
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
で
、

過
当
な
価
格
競
争
を
抑
制
し
、

施
設
の
工
夫
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
付
加
価
値
を
創
出
で
き

る
、
健
全
な
旅
行
市
場
を
参
画

施
設
と
と
も
に
作
っ
て
い
き
た

い
。

　
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
の
活
動
を
通

じ
て
参
画
施
設
が
元
気
に
な

り
、
旅
行
市
場
が
盛
り
上
が
っ

て
い
く
こ
と
に
少
し
で
も
貢
献

で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

　
（
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
国
際
営
業

統
括
部
、
Ｄ
Ｐ
・
航
空
事
業
部

　
部
長
　
太
田
宗
克
）

（９） 第２７４１号第３種郵便物認可２０１４年（平成２６年）３月１日（土曜日）

　
立
教
大
学
観
光
学
部
の
学
生
が
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
個
人
旅
行
、
三
重
県
鳥
羽

市
と
共
同
で
、
昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
旅
行
商
品
を
造
成
し
た
。
販
売
開
始
を
前

に
２
月

日
、
学
生
ら
が
都
内
で
商
品
発
表
を
行
っ
た
。

新
商
品
を
発
表
す
る
立
教
大

生
ら

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子

　
石
塚
理
事
長
（
写
真
左
）

か
ら
ト
ロ
フ
ィ
ー
な
ど
を
受

け
取
っ
た
尾
羽
さ
ん

　
楽
天
は
２
月

日
、
２
０

１
３
年
度
通
期
決
算
を
発
表

し
た
。
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
の


年
度
売
上
収
益
は
前
年
比


％
増
の
３
４
６
億
８
９
０
０

万
円
だ
っ
た
。
ト
ラ
ベ
ル
予

約
流
通
総
額
は
同

％
増
の

５
４
７
３
億
円
と
な
っ
た
。

　
ト
ラ
ベ
ル
予
約
流
通
総
額

は
、
予
約
受
付
時
に
対
す
る

流
通
総
額（
キ
ャ
ン
セ
ル
前
、

税
別
料
金
に
換
算
）
の
こ
と

で
、国
内
・
海
外
施
設
予
約
、

海
外
航
空
券
、
楽
天
バ
ス
サ

ー
ビ
ス
、
国
内
・
海
外
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
レ

ン
タ
カ
ー
な
ど
の
合
算
額
。

　
中
国
駐
日
本
観
光
代
表
処

と
東
京
中
国
文
化
セ
ン
タ
ー

は
２
月

日
、
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン

ト
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
文
化
観

光
ウ
ィ
ー
ク
及
び
〝
長
安
精

神
―
中
国
書
画
展
〟
」
の
開

幕
式
を
東
京
都
港
区
の
同
セ

ン
タ
ー
で
行
っ
た
。
中
国
陝

西
省
か
ら

人
の
書
画
家
を

招
聘
し
、

日
ま
で
の
日
程

で
書
画
を
展
示
し
た
。
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
の
魅
力
や
中
国
の

観
光
情
勢
に
関
す
る
講
演
も

行
っ
た
。

　
開
幕
式
に
は
、
江
田
五
月

日
中
友
好
会
館
会
長
（
＝
参

議
院
議
員
、
民
主
党
最
高
顧

問
）
、
何
静
中
国
駐
日
本
国

大
使
館
文
化
部
公
使
参
事

官
、
海
江
田
万
里
日
中
友
好

議
員
連
盟
副
会
長
（
＝
衆
議

議
員
、
民
主
党
代
表
）
、
マ

ン
リ
オ
・
カ
ン
デ
ロ
・
サ
ン

マ
リ
ノ
共
和
国
大
使
館
特
命

全
権
大
使
、
篠
原
康
弘
観
光

庁
審
議
官
ら
が
出
席
し
、
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
た
＝
写

真
。

　
来
賓
と
し
て
あ
い
さ
つ
し

た
篠
原
審
議
官
は
「
昨
年
の

日
中
間
の
交
流
人
口
は
４
２

０
万
人
で
、
一
昨
年
の
４
９

４
万
人
よ
り
減
っ
た
が
、
日

本
を
訪
れ
る
中
国
人
は
昨
年

９
月
か
ら
毎
月
、
過
去
最
高

人
数
を
更
新
し
続
け
、
こ
の

１
月
は
前
年
比
の
２
倍
を
記

録
し
た
」
と
報
告
。
そ
の
上

で
「
中
国
を
訪
れ
る
日
本
人

は
減
少
が
続
い
て
い
る
。
歯

止
め
を
か
け
、
プ
ラ
ス
に
転

じ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
た
。

　
ツ
ア
ー
を
造
成
し
た
の

は
、
安
島
博
幸
教
授
の
ゼ
ミ

に
所
属
し
て
い
る
３
年
生


人
。
商
品
名
は
「
三
重
県
鳥

羽
の〝
ふ
と
こ
ろ
〟へ
」で
、

設
定
期
間
は
４
～
９
月
末
。

「
鳥
羽
な
ら
で
は
」
の
オ
プ

シ
ョ
ン
と
し
て
、
食
の
文
化

に
触
れ
る
▽
島
の
生
活
に
触

れ
る
▽
海
女
の
暮
ら
し
を
学

ぶ
▽
旅
の
思
い
出
を
つ
く
る

―
の
テ
ー
マ
４
種
を
設
定
し

た
。

　
学
生
ら
は
昨
年
８
月
下

旬
、
３
泊
４
日
で
現
地
を
調

査
。
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア

を
出
し
て
実
現
可
能
性
に
つ

い
て
市
や
同
社
と
検
討
を
重

ね
、
商
品
を
造
り
上
げ
た
。

　
昨
年
は
、
伊
勢
神
宮
の
式

年
遷
宮
が
あ
っ
た
た
め
、
伊

勢
と
同
時
に
鳥
羽
も
観
光
す

る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
と
い

う
。
し
か
し
、
今
年
は
遷
宮

効
果
も
薄
れ
る
た
め
、
商
品

の
〝
真
の
実
力
〟
が
試
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

　
販
売
目
標
は
、
送
客
５
０

０
人
、売
り
上
げ
２
千
万
円
。

昨
年
は
目
標
に
惜
し
く
も
届

か
な
か
っ
た
た
め
、
学
生
ら

は
「
今
年
こ
そ
目
標
突
破
」

と
意
欲
を
見
せ
て
い
る
。

　
同
大
は
、
同
市
内
に
住
ん

で
い
た
推
理
作
家
の
江
戸
川

乱
歩
の
長
男
が
同
大
名
誉
教

授
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
縁

で
、
乱
歩
に
関
す
る
資
料
を

収
集
・
管
理
し
、
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。

【
大
城
登
志
和
】

　
日
本
ホ
テ
ル
教
育
セ
ン
タ

ー
（
石
塚
勉
理
事
長
）
と
日

本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト

（
小
山
正
宣
理
事
長
）
は
２

月

日
、
第
３
回
学
生
論
文

コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
を
東

京
都
内
で
行
っ
た
。

　
「
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

生
か
し
た
、
地
方
地
域
の
発

展
に
導
く
た
め
の
『
鉄
道
観

光
モ
デ
ル
』
の
提
案
」
で
最

優
秀
賞
（
観
光
庁
長
官
賞
）

に
選
ば
れ
た
、
桜
美
林
大
学

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
学
群
数
学

専
攻
４
年
の
尾
羽
伸
絋
さ
ん

が
、
石
塚
理
事
長
か
ら
、
賞

状
と
ク
リ
ス
タ
ル
ト
ロ
フ
ィ

ー
、
賞
金
を
受
け
取
っ
た
。

　
鉄
道
会
社
へ
の
就
職
を
希

望
し
て
い
る
尾
羽
さ
ん
は

「
今
回
の
受
賞
を
機
に
、
今

後
も
知
識
と
経
験
を
深
め
、

鉄
道
で
日
本
の
観
光
立
国
を

牽
引
す
る
人
材
と
な
れ
る
よ

う
、
日
々
精
進
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
学
生

に
早
い
段
階
か
ら
観
光
事
業

に
対
す
る
興
味
関
心
を
喚
起

し
、
業
界
を
見
つ
め
る
視
点

を
養
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う

趣
旨
で
、
全
国
の
大
学
、
短

期
大
学
、
専
門
学
校
の
学
生

を
対
象
に
論
文
を
募
集
。


編
の
応
募
の
中
か
ら
最
優
秀

賞
１
編
、
優
秀
賞
２
編
の
合

計
３
編
、
賞
金
総
額
１
０
０

万
円
の
受
賞
者
を
決
定
し
、

同
日
表
彰
し
た
。

　
ま
た
、
優
秀
賞
（
日
本
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
会
長

賞
）
に
は
「
集
約
型
自
治
体

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

・
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
伝
統
的

景
観
の
形
成
と
観
光
立
国
の

推
進
戦
略
に
関
す
る
研
究
～

美
し
い
町
〝
な
み
〟
が
も
た

ら
す
に
ぎ
わ
い
の
〝
な
み
〟

～
」
（
明
治
大
学
経
営
学
部

公
共
経
営
学
科
菊
地
ゼ
ミ
３

年
、
森
山
真
稔
さ
ん
、
大
浅

希
衣
さ
ん
、
野
原
紬
さ
ん
、

柳
原
理
子
さ
ん
）
が
、
優
秀

賞
（
全
日
本
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

連
盟
会
長
賞
）
に
は
「
日
本

に
お
け
る
観
光
系
大
学
の
役

割
～
な
ぜ
観
光
系
大
学
の
学

生
の
観
光
産
業
界
へ
の
就
職

率
は
低
い
の
か
～
」
（
桜
美

林
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
学
群
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
類
ツ
ー
リ
ズ
ム
・

ホ
テ
ル
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
コ
ー
ス
３
年
、
菊
川
慶

子
さ
ん
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば

れ
、
同
日
表
彰
さ
れ
た
。

　
今
回
の
論
文
応
募
者
の
所

属
学
校
は
次
の
通
り
（

音

順
）
。

　
会
津
大
学
短
期
大
学
部
、

桜
美
林
大
学
、
関
西
学
院
大

学
、
京
都
大
学
、
九
州
国
際

大
学
、
駒
澤
大
学
、
国
士
舘

大
学
、
産
業
能
率
大
学
、
上

智
大
学
、椙
山
女
学
園
大
学
、

西
南
女
学
院
大
学
、
摂
南
大

学
、
専
修
大
学
、
高
崎
経
済

大
学
、
多
摩
大
学
、
中
央
大

学
、帝
京
大
学
、東
京
大
学
、

東
洋
大
学
、
同
志
社
大
学
、

一
橋
大
学
、
福
島
県
立
テ
ク

ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津
職
業
能

力
開
発
短
期
大
学
校
、
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
ツ
ー
リ
ズ
ム
専

門
学
校
、
明
治
大
学
、
山
口

大
学
、
立
教
大
学
、
立
命
館

大
学
、
早
稲
田
大
学
。

　
埼
玉
県
川
越
市
は
、
年
間

の
観
光
客
６
２
０
万
人
の
う

ち
、

～

代
が
２
割
弱
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。
若
者
層

を
取
り
込
も
う
と
、
川
越
市

近
郊
の
観
光
関
係
の
３
大

学
、
跡
見
学
園
女
子
大
、
淑

徳
大
学
、
立
教
大
学
と
連
携

し
、
２
０
１
３
年
度
か
ら
地

域
総
合
整
備
財
団
が
助
成
す

る
「
ま
ち
な
か
再
生
支
援
事

業
」
を
実
施
し
た
。
２
月
６

日
に
は
事
業
の
実
績
報
告
会

が
行
わ
れ
た
。

　
川
越
市
が
学
生
た
ち
と
取

り
組
ん
だ
テ
ー
マ
は
「
若
者

が
訪
れ
た
い
ま
ち
、
若
者
が

住
み
た
い
ま
ち
・
川
越
」
。

　
学
生
た
ち
は
昨
年
６
月
か

ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
、
事
業
の
焦
点
を

「
デ
ー
ト
の
街
・
川
越
」
に

設
定
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
挙
が
っ
た

「
川
越
で
何
を
し
た
ら
い
い

の
か
わ
か
ら
な
い
」
「
夜
食

事
が
で
き
る
か
場
所
が
わ
か

ら
な
い
」
な
ど
の
声
か
ら

「
夜
ご
は
ん
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
を
作

成
。
学
生
た
ち
が
覆
面
調
査

を
行
い
、
自
分
た
ち
が
い
き

た
い
店
だ
け
を
選
出
し
取
材

や
原
稿
の
執
筆
、
撮
影
も
行

っ
た
。

　
出
会
い
も
演
出
し
よ
う
と

昨
年

月
１
日
に
は
総
合
検

証
の
場
と
し
て
「
川
越
フ
ォ

ト
・
コ
ン
」
を
開
催
。
男
女

混
合
チ
ー
ム
で
決
め
ら
れ
た

ポ
イ
ン
ト
を
ま
わ
り
写
真
を

撮
影
す
る
街
コ
ン
で
、
若
者

か
ら
見
て
魅
力
的
な
風
景
や

・
資
源
を
把
握
す
る
こ
と
も

狙
い
と
し
た
。

　
実
績
報
告
会
で
は
、
夜
間

の
観
光
の
成
長
性
に
期
待
を

寄
せ
る
声
や
次
年
度
以
降
の

継
続
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て

質
問
が
あ
っ
た
ほ
か
、
今
後

も
大
学
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
関
わ

れ
る
仕
組
み
づ
く
り
も
考
え

る
こ
と
に
し
た
。
ま
ち
な
か

再
生
支
援
事
業
は
単
年
度
の

事
業
だ
が
、
３
大
学
と
も
事

業
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
に

合
意
し
て
い
る
。

　

年
度
に
は
フ
ォ
ト
・
コ

ン
の
継
続
の
ほ
か
に
、
川
越

の
魅
力
を
紹
介
す
る
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
の
発
行
、
夜
ご
は

ん
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
改
訂
な
ど
の
事

業
を
行
う
予
定
。

　
川
越
市
は
次
年
度
以
降
も

事
業
を
継
続
し
て
い
き
た
い

考
え
を
示
し
て
い
る
。


